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(57)【要約】
【課題】非発光領域を低減しながらも長尺化を図り得る
発光部材及びこれを備えた照明装置を提供する。
【解決手段】発光部材１は、発光素子２４を表面２１側
に有した基板２０と、前記基板の裏面２２が厚さ方向両
側に対面配置される基板取付壁部３１を有し、該基板を
保持する基板ベース３０と、前記基板ベースに保持され
た前記基板の発光素子からの光が入射される入射面１３
を長手方向一端部１１に有するとともに、該入射面から
の光を出射する出射面１４を長手方向に交差する側面部
に有し、かつ、前記基板取付壁部の厚さ方向に長手方向
を沿わせて配設される棒状導光体１０と、を備えている
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子を表面側に有した基板と、
　前記基板の裏面が厚さ方向両側に対面配置される基板取付壁部を有し、該基板を保持す
る基板ベースと、
　前記基板ベースに保持された前記基板の発光素子からの光が入射される入射面を長手方
向一端部に有するとともに、該入射面からの光を出射する出射面を長手方向に交差する側
面部に有し、かつ、前記基板取付壁部の厚さ方向に長手方向を沿わせて配設される棒状導
光体と、
　を備えていることを特徴とする発光部材。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記基板の裏面には、厚さ方向に圧縮変形し得る伝熱シートが貼着されている一方、
　前記基板ベースの前記基板取付壁部の厚さ方向両側には、前記伝熱シートの圧縮変形を
伴いスライド挿入される前記基板を前記基板取付壁部とによってガイドするとともに、ス
ライド挿入された前記基板を前記基板取付壁部とによって挟むように保持するガイド保持
部がそれぞれに設けられていることを特徴とする発光部材。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記基板ベースには、前記棒状導光体の出射方向反対側の前記基板取付壁部の側端部か
ら該基板取付壁部の厚さ方向両側にそれぞれ延出するように形成され、かつ、取付対象に
当接される当接片部が設けられていることを特徴とする発光部材。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項において、
　前記棒状導光体は、長手方向両端部に前記入射面を有していることを特徴とする発光部
材。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の発光部材と、この発光部材を収容する本体ケー
シングとを備え、この本体ケーシング内に、前記棒状導光体を長手方向に直列させるよう
に配設するとともに、これら複数の棒状導光体間に、前記基板取付壁部の両側のそれぞれ
に前記基板を保持させた前記基板ベースを配設したことを特徴とする照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基板に設けられた発光素子からの光を出射する出射面を長手方向側面部に有
した導光体を備えた発光部材及びこれを備えた照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、発光素子を有した基板と、この基板の発光素子からの光を長手方向一端部の
入射面から入射させ、この入射した光を長手方向に交差する側面部の出射面から出射させ
る導光体とを備えた、いわゆるエッジライト型のライン状照明装置が提案されている。例
えば、下記特許文献１では、ＬＥＤ導光管の長手方向両端部に、ＬＥＤランプをそれぞれ
配置したＬＥＤ式照明が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２５８１２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかしながら、上記したようなエッジライト型のライン状照明装置では、導光体による
導光ロスや発光素子遠方側等における出射面の発光不足、ＬＥＤ等の発光素子自体の光量
不足等により、長尺にし難いという問題があった。長尺にするためには、複数のライン状
照明装置乃至は発光ユニット等を長手方向に連結することも考えられるが、このようなも
のでは連結部位において発光しない範囲が比較的に大きくなるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、非発光領域を低減しながらも長尺化
を図り得る発光部材及びこれを備えた照明装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る発光部材は、発光素子を表面側に有した基板
と、前記基板の裏面が厚さ方向両側に対面配置される基板取付壁部を有し、該基板を保持
する基板ベースと、前記基板ベースに保持された前記基板の発光素子からの光が入射され
る入射面を長手方向一端部に有するとともに、該入射面からの光を出射する出射面を長手
方向に交差する側面部に有し、かつ、前記基板取付壁部の厚さ方向に長手方向を沿わせて
配設される棒状導光体と、を備えていることを特徴とする。
【０００７】
　本発明においては、前記基板の裏面に、厚さ方向に圧縮変形し得る伝熱シートを貼着す
る一方、前記基板ベースの前記基板取付壁部の厚さ方向両側に、前記伝熱シートの圧縮変
形を伴いスライド挿入される前記基板を前記基板取付壁部とによってガイドするとともに
、スライド挿入された前記基板を前記基板取付壁部とによって挟むように保持するガイド
保持部をそれぞれに設けてもよい。
　また、本発明においては、前記基板ベースに、前記棒状導光体の出射方向反対側の前記
基板取付壁部の側端部から該基板取付壁部の厚さ方向両側にそれぞれ延出するように形成
され、かつ、取付対象に当接される当接片部を設けてもよい。
　また、本発明においては、前記棒状導光体を、長手方向両端部に前記入射面を有したも
のとしてもよい。
【０００８】
　また、上記目的を達成するために、本発明に係る照明装置は、本発明に係る発光部材と
、この発光部材を収容する本体ケーシングとを備え、この本体ケーシング内に、前記棒状
導光体を長手方向に直列させるように配設するとともに、これら複数の棒状導光体間に、
前記基板取付壁部の両側のそれぞれに前記基板を保持させた前記基板ベースを配設したこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る発光部材及びこれを備えた照明装置は、上述のような構成としたことで、
非発光領域を低減しながらも長尺化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】（ａ）～（ｃ）は、いずれも本発明の一実施形態に係る発光部材を備えた照明装
置の一例を模式的に示し、（ａ）は、概略底面図、（ｂ）は、図２（ａ）におけるＸ－Ｘ
線矢視に対応させた一部省略概略横断面図、（ｃ）は、（ｂ）におけるＺ１部に対応させ
た一部破断概略拡大横断面図である。
【図２】（ａ）、（ｂ）は、いずれも同照明装置を設置対象に設置した状態を模式的に示
し、（ａ）は、概略正面図、（ｂ）は、概略側面図である。
【図３】（ａ）は、図１（ａ）におけるＹ１－Ｙ１線矢視に対応させた概略縦断面図、（
ｂ）は、図１（ａ）におけるＹ２－Ｙ２線矢視に対応させた概略縦断面図、（ｃ）は、図
１（ａ）におけるＺ２部に対応させた一部省略概略拡大分解底面図である。
【図４】（ａ）、（ｂ）は、いずれも同発光部材が備える棒状導光体の一例を模式的に示
し、（ａ）は、概略正面図、（ｂ）は、概略斜視図である。
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【図５】（ａ）～（ｄ）は、いずれも同発光部材が備える基板及び基板ベースの一例を模
式的に示し、（ａ）は、概略分解側面図、（ｂ）、（ｃ）は、概略分解斜視図、（ｄ）は
、概略斜視図である。
【図６】（ａ）、（ｂ）は、いずれも同照明装置の組み付け手順の一例を模式的に示し、
それぞれ図３（ａ）に対応させた概略縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に本発明の実施の形態について、図面に基づいて説明する。
　なお、一部の図では、他図に付している詳細な符号の一部を省略している。
　また、図６では、基板及び基板ベース（基板ケース）を破断せずに図示している。
　また、以下の実施形態では、照明装置を設置対象に設置した図２に示す状態を基準とし
て、上下、左右、前後方向等を原則的に説明する。
【００１２】
　図１～図６は、本実施形態に係る発光部材及びこれを備えた照明装置の一例について説
明するための概念的な説明図である。
　本実施形態に係る照明装置３は、図１に示すように、複数の発光部材としての発光ブロ
ック１と、これら複数の発光ブロック１を収容する本体ケーシング２とを備えている。
　本実施形態では、図２に示すように、照明装置３を、厨房装置４に設置した例を示して
いる。この厨房装置４は、シンクや加熱調理器、天板（ワークトップ）、複数の収納部（
キャビネット）等を有し、床側に設置されるフロアーユニット５と、複数の収納部として
の吊戸棚を有し、フロアーユニット５の上方側に配設されるウォールユニット６とを備え
ている。
【００１３】
　図例では、フロアーユニット５が備えるコンロ（加熱調理器）調理台の上方側を除いて
、フロアーユニット５の上方側にウォールユニット６を配設した例を示している。
　本実施形態では、このウォールユニット６に照明装置３を設置しており、図２（ａ）に
示すように、照明装置３の長さ寸法を、ウォールユニット６の左右方向（幅方向、間口方
向）の寸法と略同寸法とした例を示している。また、照明装置３を、図２（ｂ）に示すよ
うに、ウォールユニット６が備える吊戸棚の底板の前端部下面に固定した例を示している
。なお、ウォールユニット６の吊戸棚の底板等に、照明装置３への給電用の電源コードな
どが挿通される配線孔を設け、天井裏や壁体内部等、吊戸棚内、該配線孔を介して照明装
置３に接続される電源コードなどを配線するようにしてもよい。
【００１４】
　発光ブロック１は、図１（ｃ）に示すように、発光素子としてのＬＥＤ（発光ダイオー
ド）２４を有した基板２０と、この基板２０のＬＥＤ２４からの光を出射（照射）する棒
状導光体１０と、基板２０を保持する基板ベースとしての基板ケース３０とを備えている
。
　本実施形態では、長尺棒状に形成された棒状導光体１０の長手方向両端部１１，１１の
それぞれにＬＥＤ２４を有した基板２０を配設した発光ブロック１を例示している。また
、本実施形態では、長手方向両端部１１，１１のそれぞれに基板２０を配設した複数本（
図例では４本）の棒状導光体１０を長手方向に直列させるように、複数（図例では４つ）
の発光ブロック１を本体ケーシング２内に配設している（図１（ｂ）参照）。また、これ
ら複数本の棒状導光体１０間及び当該照明装置３の長手方向両端部側に位置する各棒状導
光体１０の長手方向外方側の端部１１，１１のそれぞれに基板ケース３０を配設した例を
示している（図１（ｂ）参照）。
【００１５】
　棒状導光体１０は、図１（ｃ）及び図４に示すように、長尺棒状とされ、長手方向両端
部１１，１１のそれぞれにＬＥＤ２４に対向配置される入射面１３，１３を有している。
本実施形態では、図１（ｃ）及び図４（ｂ）に示すように、棒状導光体１０の長手方向両
端部１１，１１に、長手方向外方側に向けて先細り状で、かつ外周面が凸湾曲形状とされ



(5) JP 2012-243552 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

たレンズ状部を設けている。また、このレンズ状部に、長手方向外方側に向けて開口し、
ＬＥＤ２４を受け入れる略円柱形状の凹部を設けており、該凹部の底面及び内周側面を入
射面１３としている。このような構成によれば、ＬＥＤ２４から出射された光を効率的に
長手方向中心側に向けて入射させることができる。なお、入射面１３としては、このよう
なレンズ状部に凹部を設けた態様に限られず、ＬＥＤ２４が対向配置される略平坦面とし
てもよい。
【００１６】
　また、棒状導光体１０は、これら入射面１３，１３に略交差する長手方向の一側面部に
、入射面１３，１３からの光を出射する出射面１４を有し、この出射面１４の反対側で入
射面１３，１３に略交差する長手方向の他側面部に、反射面１５を有している。また、入
射面１３，１３に略交差する残余の長手方向両側面は、反射側面１７，１７とされている
。
　この棒状導光体１０は、各入射面１３，１３から入射された光を、反射面１５や反射側
面１７，１７によって反射させ、長手方向に沿って導光しながら、出射面１４から出射す
る、いわゆるエッジライト方式の構造とされている。図例では、下方側に向けて光を出射
するように、出射面１４を下側に配置した例を示している（図３（ｂ）参照）。
【００１７】
　出射面１４は、本実施形態では、長手方向に沿う所定線を円心とするような略円弧形状
（凸湾曲面形状）とされている（図３（ｂ）参照）。出射面１４をこのような凸湾曲面形
状とすることで、出射面１４から出射される光の反射側面１７，１７対向方向（前後方向
）への拡散を低減することができる。なお、出射面１４をこのような凸湾曲面形状とせず
に、略平坦面としてもよい。
　この出射面１４の反対側、つまり、上側に配置され、出射面１４と略平行となるように
設けられた反射面１５は、図４（ａ）、（ｂ）に示すように、長手方向中心に向かうに従
って出射面１４に向けて傾斜する傾斜面とされている。反射面１５をこのような構成とす
ることで、入射面１３から入射された光を、長手方向に沿って比較的に均一に出射面１４
から出射させることができる。なお、反射面１５をこのような傾斜面とせずに、略同一平
面状としてもよい。
【００１８】
　また、反射面１５には、導光される光を出射面１４側に向けて反射する反射パターン１
６が形成されている。本実施形態では、この反射パターン１６を、図４（ａ）、（ｂ）に
示すように、多数のプリズム状の反射凹溝１６によって形成している。これら反射凹溝１
６は、当該棒状導光体１０の長手方向に直交する方向（反射側面１７，１７対向方向）に
沿って形成されるとともに、長手方向に沿って間隔を空けて設けられている。つまり、こ
れら反射凹溝１６は、入射面１３，１３（図例では凹部底面）と平行な方向に沿って形成
されるとともに、互いに平行に設けられている。これら反射凹溝１６は、長手方向中心線
を挟んで略対称状に設けるようにしてもよい。つまり、長手方向中心線を対称軸として、
略線対称状にこれら反射凹溝１６を設けるようにしてもよい。また、これら反射凹溝１６
の形状は、出射面１４から出射される光の所望される配光パターンに応じて適宜、設定可
能であり、略Ｖ字形状や、略逆二等辺三角形状、その他の逆三角形状、略逆台形状などと
してもよい。
【００１９】
　反射面１５の反射パターンを反射凹溝１６によって構成することで、例えば、白色イン
ク等を塗布して散乱ドットパターンを形成したり、拡散板や反射板等の別部材によって反
射パターンを構成したりするものと比べて製造が比較的に容易であり、簡易な構造とでき
る。また、反射凹溝１６を、当該棒状導光体１０の長手方向に直交する方向（反射側面１
７，１７対向方向）に沿って形成しているので、反射側面１７，１７対向方向への光の拡
散を抑制することができる。
　なお、反射凹溝１６を長手方向に沿って間隔を空けて設けるピッチは、長手方向に沿っ
て略同一ピッチとしてもよい。または、長手方向に沿って比較的に均一に出射面１４から
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光を出射させ得るように、長手方向中心に向かうに従って密となるように反射凹溝１６を
設けるような態様としてもよい。さらに、反射パターンを反射凹溝１６によって形成する
態様に代えて、白色インク等を塗布して形成された散乱ドットパターンや、拡散板、反射
板等の別部材によって反射パターンを構成するような態様としてもよい。
【００２０】
　反射側面１７，１７は、反射面１５から出射面１４に向けて拡開するように傾斜状（テ
ーパ状）に形成してもよい。反射側面１７，１７をこのような構成とすることで、反射面
１５において反射して拡散して出射面１４に向かう拡散光を、出射面１４に向けて反射さ
せることができる。つまり、反射側面１７，１７対向方向への光の拡散をより効果的に抑
制することができる。なお、このような態様に代えて、反射面１５及び出射面１４の幅寸
法（反射側面１７，１７対向方向に沿う寸法）を略同一とし、反射側面１７，１７を互い
に略平行な平坦面としてもよい。
【００２１】
　また、本実施形態では、棒状導光体１０の長手方向両端部１１，１１のそれぞれに、後
記する基板２０の係合部２３に係合する係合部１２を設けている。
　棒状導光体１０の係合部１２は、本実施形態では、図１（ｃ）及び図４に示すように、
長手方向に沿って突出し、二股状に形成された一対の係合突起部１２，１２からなる。こ
れら係合突起部１２，１２は、一方の反射側面１７の長手端部に付設されるように設けら
れている。
　なお、棒状導光体１０は、アクリル樹脂やポリカーボネート樹脂等の透光性乃至は透明
の樹脂系材料や透明ガラス等の屈折率の高い材料から一体的に形成するようにしてもよい
。
【００２２】
　基板２０は、図１（ｃ）及び図５に示すように、薄平板状とされており、この基板２０
の表面２１側（棒状導光体１０側）には、光源となる発光素子としてのＬＥＤ２４やコネ
クター２５などの電子部品が実装されている。図例では、略長方形状とされた基板２０を
長手方向に略二分した一方の部位（前側部位）にＬＥＤ２４を設け、他方の部位（後側部
位）にコネクター２５を設けた例を示している。
　また、基板２０は、上記した棒状導光体１０の係合部１２，１２に係合する係合部２３
，２３を備えている。これら係合部２３，２３は、図３（ｂ）及び図６（ｂ）に示すよう
に、棒状導光体１０の係合突起部１２，１２に対応させて、基板２０の前側部位の前端部
に形成されている。
　なお、ＬＥＤ２４としては、図例のような発光素子（ＬＥＤ素子）を樹脂等で封止した
砲弾型のものに限られず、チップ形状等、他の形状とされたものとしてもよく、表面実装
型のものを採用するようにしてもよい。また、基板２０は、当該基板２０に実装される各
種電子部品等からの伝熱性を向上させ、放熱性を向上させる観点等からアルミニウム等の
金属系材料から形成されたものとしてもよく、絶縁層等を積層した多層構造としてもよい
。
【００２３】
　基板２０の裏面２２側には、図１（ｃ）及び図５に示すように、伝熱（放熱）シート２
６が積層されるようにして貼着されている。この伝熱シート２６としては、熱伝導性の良
いシリコーンゲル等のゲルシートやシリコーンシート、その他の樹脂シートを採用するよ
うにしてもよい。本実施形態では、少なくとも厚さ方向に圧縮変形（弾性変形）し得る樹
脂シートを採用している。
【００２４】
　基板ケース３０は、図１（ｃ）及び図５に示すように、基板２０の裏面２２が厚さ方向
両側に対面配置される基板取付壁部３１を有し、この基板取付壁部３１の厚さ方向両側の
それぞれに基板２０，２０を保持し得る構造とされている。つまり、基板ケース３０は、
二つの基板２０，２０を、背中合わせのような状態で保持可能な構成とされている。
　基板取付壁部３１の厚さ方向両側面は、棒状導光体１０の長手方向に沿う方向に向いて
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配設される。つまり、棒状導光体１０は、基板取付壁部３１の厚さ方向に長手方向を沿わ
せて配設される。
【００２５】
　また、基板ケース３０には、当該基板ケース３０の取付対象としての後記する本体ケー
シング２（固定ケース部５０）に当接される当接片部３６，３６が設けられている。
　当接片部３６，３６は、棒状導光体１０の出射方向反対側（図例では、上方側）の基板
取付壁部３１の側端部からこの基板取付壁部３１の厚さ方向両側にそれぞれ延出するよう
に形成されている。つまり、これら当接片部３６，３６は、棒状導光体１０の反射面１５
側に配置される。また、これら当接片部３６，３６には、基板２０の一側部（図例では、
上側部）が当接される。
　このような当接片部３６，３６を基板ケース３０に設けることで、基板２０の熱を基板
取付壁部３１及び当接片部３６，３６を介して、取付対象側に伝熱させ、効果的に放熱さ
せることができる。
　また、当接片部３６，３６は、棒状導光体１０の出射方向反対側に位置するように設け
られているので、表面側に露出して外観を損なったり、棒状導光体１０から出射される光
を妨げたりするようなことがない。従って、放熱性を向上させるために比較的に大きくす
ることもできる。
【００２６】
　基板取付壁部３１の厚さ方向両側には、基板２０を基板取付壁部３１とによってガイド
し、挟むように保持するガイド保持部３４，３５がそれぞれに設けられている。このガイ
ド保持部３４，３５と基板取付壁部３１とによって、伝熱シート２６の圧縮変形を伴いス
ライド挿入される基板２０をガイドし、スライド挿入された基板２０を保持する構成とし
ている。
　本実施形態では、基板２０の長手方向両端部をそれぞれに押え、ガイドするガイド保持
部３４，３５を設けている。図例では、基板２０のＬＥＤ２４側の端部表面を押える突起
状とされたガイド突起部３４と、基板２０のコネクター２５側の端部表面を押える壁状と
されたガイド壁部３５とを備えたガイド保持部を示している。
【００２７】
　また、本実施形態では、基板ケース３０の基板取付壁部３１の一端部（図例では、前端
部）の両側に、この基板取付壁部の厚さ方向に沿って立ち上がるように形成された位置決
め壁部３２，３２を設けている。これら位置決め壁部３２，３２は、図６（ｂ）に示すよ
うに、基板２０に設けられた係合部２３，２３とによって棒状導光体１０の係合突起部１
２，１２を挟むように位置決めする位置決め片部として機能する。つまり、棒状導光体１
０の係合突起部１２，１２は、図６（ｂ）に示すように、基板２０の係合部２３，２３及
び基板ケース３０の位置決め壁部３２，３２に当接して、これらに挟まれるようにして位
置決めがなされる。
【００２８】
　また、これら位置決め壁部３２，３２に連設されるようにして基板取付壁部３１から、
この基板取付壁部３１の厚さ方向に沿って立ち上がるように形成された係合凸部３３，３
３が基板取付壁部３１の厚さ方向両側に設けられている。上記したガイド突起部３４は、
この係合凸部３３の立ち上り方向先端部位に連設されるようにして設けられている。
　係合凸部３３は、基板ケース３０に基板２０を収容させた状態で、位置決め壁部３２か
ら基板２０のＬＥＤ２４側に向けて突出するように形成されており、基板２０の長手方向
一端部（図例では、前端部）に近接乃至は当接する構成とされている。
　また、この係合凸部３３は、図６（ｂ）に示すように、二股状に形成された棒状導光体
１０の係合突起部１２，１２間に挟まれるように配置される。
【００２９】
　上記構成とされた基板ケース３０は、本実施形態では、基板取付壁部３１を挟んで左右
対称状に形成されており、基板取付壁部３１の厚さ方向中心線を対称軸として線対称状に
形成されている。
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　この基板ケース３０には、図５に示すように、基板２０がスライド挿入されるようにし
て収容される。つまり、伝熱シート２６を圧縮させるようにして基板取付壁部３１に弾性
的に接触させ、この基板取付壁部３１に沿わせるようにして、基板２０の長手方向両端部
のそれぞれをガイド突起部３４及びガイド壁部３５と基板取付壁部３１との間に挿入する
。そして、基板２０の一側部を当接片部３６に当接させることで、基板２０を基板ケース
３０に対して容易に組み付けることができる。このように組み付けた状態では、基板ケー
ス３０の基板取付壁部３１とガイド保持部３４，３５とによって、基板２０の厚さ方向へ
の移動が規制される。また、基板ケース３０の係合凸部３３及び、基板取付壁部３１とガ
イド壁部３５との間の後端片部によって、基板２０の前後方向への移動が規制される。
【００３０】
　上記構成とされた発光ブロック１によれば、非発光領域を低減しながらも長尺化を図る
ことができる。
　つまり、基板ケース３０の基板取付壁部３１の厚さ方向両側に、基板２０，２０を配置
し、保持させることができる。すなわち、単一の基板ケース３０によって二枚の基板２０
，２０を保持させることができ、部品点数を削減できるとともに比較的に簡易な構造で長
尺の発光ブロック１を実現することができる。
　また、基板ケース３０の両側に保持された基板２０，２０のＬＥＤ２４，２４に、それ
ぞれの入射面１３，１３を対向配置させて棒状導光体１０，１０を配設することで、非発
光領域を低減しながらも長尺化を図ることができる。つまり、例えば、基板を保持する基
板ベース乃至はケースを連結したり、照明装置自体を連結したりするようなものと比べて
、隣接する棒状導光体１０，１０の出射面１４，１４を長手方向に近接させることができ
、非発光領域を低減させることができる。従って、図１（ａ）、（ｂ）に示すような比較
的に長尺のライン状の照明装置３に組み込まれる発光ブロック１として好適なものとなる
。
【００３１】
　また、上記した例では、棒状導光体１０の長手方向両端部１１，１１に入射面１３，１
３を設け、両入射面１３，１３のそれぞれにＬＥＤ２４，２４を対向配置させた構造とし
ている。従って、複数本の棒状導光体１０の両側に基板２０及び基板ケース３０を配設す
ることで、非発光領域を簡易な構造で低減しながらも、より長尺化を図ることができる。
また、ＬＥＤ２４の光を長手方向一端部のみから入射させるものと比べて、長手方向遠方
側における出射面１４の発光不足や、出射面１４の長手方向に沿う発光の不均一等を抑制
することができる。
【００３２】
　また、上記した例では、基板２０の裏面２２に厚さ方向に圧縮変形し得る伝熱シート２
６を貼着しているので、この伝熱シート２６が基板２０の裏面２２と基板ケース３０の基
板取付壁部３１との間のスペーサーとして機能する。また、この伝熱シート２６を介して
基板２０と基板ケース３０の基板取付壁部３１とを熱伝導的に密着させることができる。
これにより、基板２０に設けられるＬＥＤ２４やコネクター２５などの電子部品等の熱を
効率的に基板ケース３０側に伝熱させ、放熱させることができる。
　また、基板ケース３０にガイド保持部３４，３５を設けているので、基板２０を基板ケ
ース３０に対してスライド挿入させることで、容易に組み付けることができる。また、基
板２０の裏面２２に設けた伝熱シート２６の復元力によって基板２０及び伝熱シート２６
がガイド保持部３４，３５及び基板ケース３０の基板取付壁部３１に押し付けられるので
、基板２０の抜けや脱落等を抑制することができる。
【００３３】
　また、上記した例では、基板ケース３０に、基板２０の係合部２３，２３とによって棒
状導光体１０の係合突起部１２，１２を挟むように位置決めする位置決め壁部３２を設け
ている。従って、基板ケース３０に収容された基板２０の係合部２３，２３と基板ケース
３０の位置決め壁部３２とによって棒状導光体１０の係合突起部１２，１２を挟むように
位置決めすることができる。また、このように位置決めされた棒状導光体１０の係合突起
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部１２，１２によって基板２０の位置決めも比較的に確実になされる。
【００３４】
　また、上記した例では、基板ケース３０の位置決め壁部３２に、棒状導光体１０の二股
状の係合突起部１２，１２間に挟まれるように配置される係合凸部３３を設けている。従
って、基板ケース３０に対して棒状導光体１０及び基板２０をより確実に位置決めするこ
とができる。つまり、棒状導光体１０の係合突起部１２，１２は、基板ケース３０の位置
決め壁部３２と基板２０の係合部２３，２３とによって位置決めされるとともに、係合突
起部１２，１２間に配置された係合凸部３３によって確実に位置決めがなされる。一方、
基板２０は、基板ケース３０の係合凸部３３によって位置決めされた二股状の係合突起部
１２，１２が係合部２３，２３に係合し、これにより確実に位置決めされる。
【００３５】
　さらに、上記した例では、基板ケース３０を、基板２０をスライド挿入させて収容する
構造とし、係合凸部３３にガイド突起部３４を設けた構造としているので、基板２０の組
み付けが容易でありながらも基板２０の組み付け後の位置ズレ等を効果的に防止すること
ができる。つまり、図６（ｂ）に示すように、基板２０の係合部２３，２３のスライド方
向両側に位置する棒状導光体１０の係合突起部１２が基板２０の抜止として機能し、基板
２０の位置ズレ等を効果的に防止することができる。
【００３６】
　なお、基板ケース３０は、基板２０と同様、放熱性を向上させる観点等からアルミニウ
ム等の金属系材料から形成されたものとしてもよい。
　また、基板ケース３０の基板取付壁部３１の厚さ寸法は、厚さ方向両側に二枚の基板２
０，２０を保持し得る寸法とすればよく、当該基板ケース３０の強度や、両基板２０，２
０において発生する熱の伝熱性等を考慮して適宜の寸法としてもよい。例えば、この基板
取付壁部３１の厚さ寸法を、強度等を確保しながらも非発光領域を低減すべく、１ｍｍ～
１０ｍｍ程度の比較的に薄い寸法としてもよく、２ｍｍ～５ｍｍ程度としてもよく、本実
施形態では、２．５ｍｍ程度としている。
　また、各図において、符号３７は、当該発光ブロック１が組み込まれる照明装置３の本
体ケーシング２に設けられた絶縁ブッシュ５４の位置決め孔に挿入される位置決め突起で
ある（図６参照）。
【００３７】
　本体ケーシング２は、図１（ｂ）、（ｃ）に示すように、左右に長尺に形成されており
、図３（ａ）、（ｂ）に示すように、当該照明装置３の設置対象としてのウォールユニッ
ト６に固定される固定ケース部５０と、表面側ケース部４０とを備えている。これら表面
側ケース部４０と固定ケース部５０とによって複数の発光ブロック１の収容空間を形成し
ている。
　本実施形態では、これら表面側ケース部４０及び固定ケース部５０を、基板２０からの
熱を効果的に放熱させる観点や強度の観点等から、アルミニウム等の金属製からなるもの
としている。これら表面側カバー部４０及び固定ケース部５０を金属製とすることで、Ｌ
ＥＤ２４やこれに関連して設けられるコネクター２５等の電子部品を実装した基板２０か
らの熱を効果的に放熱させることができる。
　また、これら表面側ケース部４０及び固定ケース部５０は、それぞれの短手断面が長手
方向に沿って同一断面とされており、押出成型等によってそれぞれ形成されている。
【００３８】
　表面側ケース部４０は、発光ブロック１の棒状導光体１０の出射面１４側を覆うように
配設され、図示上方側に開口した断面略コ字状（Ｃ字状乃至はＵ字状）とされている。
　この表面側ケース部４０には、発光ブロック１の棒状導光体１０の出射面１４からの光
を通過させる開口部４３が設けられている。このような開口部４３を設けることで、表面
側ケース部４０を金属製としながらも棒状導光体１０の出射面１４から出射される光を、
開口部４３を介して通過させることができる。
　本実施形態では、表面側ケース部４０の下側面部４１に長手方向の全長に亘って形成さ
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れ、下方側に向けて開口するカバー凹溝４２の溝底面部に、開口部４３を設けた例を示し
ている。このカバー凹溝４２の溝底の前後の隅部には、互いに向き合う方向に開口した係
合凹溝４２ａ，４２ａがそれぞれに設けられている。
【００３９】
　開口部４３は、本体ケーシング２内に収容された棒状導光体１０の出射面１４の前後位
置に対応させて、表面側ケース部４０の前後方向略中央部位に設けられている。また、開
口部４３の前後寸法は、棒状導光体１０の出射面１４からの光を効果的に通過させるよう
に出射面１４の前後寸法よりも大きく形成されている。
　また、開口部４３は、本実施形態では、図１（ａ）、（ｃ）に示すように、棒状導光体
１０間に配設される基板２０，２０の部位を覆うカバー片部４４によって長手方向が複数
に区画された複数（図例では、４つ）の開口部４３からなる。
【００４０】
　カバー片部４４は、基板ケース３０の基板取付壁部３１、その両側に保持された基板２
０，２０並びにこれらに長手方向一端部１１，１１が対向配置された各棒状導光体１０，
１０の各係合突起部１２，１２及び上記レンズ状部の表面側（下方側）を覆うように形成
されている。上記のように本実施形態では、基板ケース３０の基板取付壁部３１の厚さ方
向両側に、基板２０，２０を配置し、保持させる構造としているので、カバー片部４４の
左右寸法（幅寸法）を比較的に小さくできる。つまり、上記のように長手方向に近接させ
られた隣接する棒状導光体１０，１０の各出射面１４，１４からの光を効果的に通過させ
るように隣接する開口部４３，４３同士を比較的に近接させることができる。
　このようなカバー片部４４を設けることで、基板ケース３０や、基板２０、棒状導光体
１０の係合突起部１２、レンズ状部等を目立ち難くすることができる。
【００４１】
　また、本実施形態では、開口部４３を覆う透光性を有した表面カバー４８を備えている
。
　表面カバー４８は、図１（ａ）に示すように、表面側ケース部４０の長手方向に沿って
長尺に形成されている。本実施形態では、上記のように区画された複数の開口部４３の全
てを単一の表面カバー４８によって覆う構成としている。
　表面カバー４８は、図３（ａ）、（ｂ）に示すように、その表面（下面）が、表面側ケ
ース部４０の下側面部４１の表面（下面）と略同一平面状となるように、カバー凹溝４２
に嵌め込まれるようにして取り付けられる。
　この表面カバー４８の前後の上縁部には、図３（ａ）、（ｂ）に示すように、カバー凹
溝４２の係合凹溝４２ａ，４２ａに係合する係合突条４８ａ，４８ａが前後方向に突出す
るように形成されている。本実施形態では、表面カバー４８を、二色成形（異材質成形）
等によって、係合突条４８ａ，４８ａの部位を、比較的に軟質の合成樹脂からなるものと
し、それ以外の部位を、比較的に硬質で透光性の合成樹脂からなるものとしている。
【００４２】
　このような表面カバー４８を設けることで、開口部４３を介した本体ケーシング２内へ
の塵埃や湿気等の侵入を抑制することができ、また、本体ケーシング２内の各部材を保護
することができる。
　また、複数の開口部４３の表面側を単一の表面カバー４８によって覆う構成としている
ので、カバー片部４４が目立ち難くなり、見栄えを向上させることができる。また、複数
の開口部４３のそれぞれを覆うカバーを設けた場合と比べて、継目や隙間の発生を抑制で
き、本体ケーシング２内への塵埃や湿気等の侵入をより効果的に抑制することができる。
　さらに、上記した例では、表面カバー４８の表面と表面側ケース部４０の下側面部４１
の表面（下面）とが略同一平面状となるようにしているので、これらの間に段差等が形成
されず、見栄えを向上させることができる。
【００４３】
　さらにまた、表面側ケース部４０及び表面カバー４８に、互いに係合する係合部４２ａ
，４８ａを設けているので、図６（ｂ）に示すように、これら係合部４２ａ，４８ａを係
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合させることで表面カバー４８を表面側ケース部４０に容易に組み付けることができる。
　また、上記した例では、表面カバー４８の係合部としての係合突条４８ａ，４８ａを軟
質としているので、表面カバー４８を表面側ケース部４０のカバー凹溝４２に取り付ける
際に比較的にスムーズに取り付けることができる。また、これら係合突条４８ａ，４８ａ
は、カバー凹溝４２の係合部としての係合凹溝４２ａ，４２ａ内に弾性変形を伴い嵌め込
まれ、カバー凹溝４２の内面に密着するため、これら係合突条４８ａ，４８ａがシール部
材として機能する。従って、本体ケーシング２内への塵埃や湿気等の侵入をより効果的に
抑制することができる。
【００４４】
　なお、表面カバー４８は、アクリル樹脂やポリカーボネート樹脂等の透光性乃至は透明
の樹脂系材料からなるものとしてもよい。また、少なくとも係合突条４８ａ，４８ａ以外
の部位が透光性を有したものであればよく、乳白色等に着色されたものとしてもよい。ま
た、当該表面カバー４８に、所望される配光パターンに応じて、拡散パターンや集光パタ
ーン等を設けるようにしてもよい。
【００４５】
　また、本実施形態では、図１（ａ）に示すように、表面側ケース部４０のカバー凹溝４
２の溝底面部の長手方向両端部近傍部位に、端部開口４３Ａ，４３Ａを設け、この端部開
口４３Ａが設けられた部位を覆う端部カバー４８Ａ，４８Ａを設けている。この端部開口
４３Ａ，４３Ａは、後記する固定ケース部５０の長手方向両端部近傍部位に設けられた配
線孔５１ａ，５１ａ等を介して配線される電源コード等と、当該照明装置３の電源コード
等とを接続する部位に設けられ、接続やメンテナンス等に利用するようにしてもよい。端
部カバー４８Ａ，４８Ａは、上記した表面カバー４８と略同様の断面形状とされており、
カバー凹溝４２の係合凹溝に４２ａ，４２ａに係合突条（不図示）が係合し、カバー凹溝
４２に嵌め込まれるように表面側ケース部４０に取り付けられる。なお、この端部カバー
４８Ａ，４８Ａは、透光性を有さない金属製や合成樹脂製としてもよい。また、一方の端
部カバー４８Ａを設けずに、当該照明装置３のＯＮ／ＯＦＦや調光等をするための操作部
等を当該箇所に設けるようにしてもよい。また、このような操作部は、他の部位に設ける
ようにしてもよい。
【００４６】
　また、表面側ケース部４０の下側面部４１の内側面（裏面、上面）には、図３（ａ）、
（ｂ）に示すように、基板ケース３０の基板取付壁部３１の一側部（図例では、下側部）
及び基板２０の他側部に当接乃至は弾性的に接触する伝熱シート４７が貼着されている（
図６（ｂ）も参照）。この伝熱シート４７は、表面側ケース部４０のカバー片部４４が設
けられた部位の内側面に貼着されており、図例では、伝熱シート４７を下側面部４１及び
表面側ケース部４０の前側面部の内側面の一部に亘って貼着した例を示している。
　このような伝熱シート４７を設けることで、基板２０の熱を、基板取付壁部３１及び伝
熱シート４７を介して金属製とされた表面側ケース部４０側に効果的に伝熱させ、放熱さ
せることができる。
【００４７】
　また、表面側ケース部４０には、後記する固定ケース部５０に設けられた係合部５５，
５６と互いに係合する係合部４５，４６が設けられている。本実施形態では、表面側ケー
ス部４０の前後の側面部の上端部に係合部４５，４６をそれぞれに設けた例を示している
。
　表面側ケース部４０の前側面部は、下側面部４１の前端縁部から手前斜め上方に傾斜状
に形成されており、その上端部に前側係合部４５を有している。
　前側係合部４５は、本実施形態では、後方側に向けて突出するように形成された係止爪
４５ａと、この係止爪４５ａの下方側の離間した位置において後方側に向けて突出するよ
うに形成された係止リブ４５ｂとを備えている。
　表面側ケース部４０の後側面部は、下側面部４１の後端縁部から上方に立ち上がるよう
に形成されており、その上端部に後側係合部４６を有している。
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　後側係合部４６は、本実施形態では、前方側に向けて突出するように形成された係止爪
４６ａと、この係止爪４６ａの下方側の離間した位置において前方側に向けて突出するよ
うに形成された係止リブ４６ｂとを備えている。
【００４８】
　また、本実施形態では、表面側ケース部４０のカバー凹溝４２の溝底面部の長手方向両
端部に、図３（ｃ）に示すように、切欠部４１ａ，４１ａ（図３（ｃ）では一方のみを図
示）を設けている。この切欠部４１ａは、後記する固定ケース部５０の長手方向両端部に
設けられた止具孔５２に対応する部位に設けられている。
　この表面側ケース部４０の長手方向両端部は、図１（ａ）、図２（ａ）及び図３（ｃ）
に示すように、下方側から斜め上方外方側に向けて傾斜する傾斜面とされている。また、
この表面側ケース部４０の長手方向両端部には、図１（ａ）及び図３（ｃ）に示すように
、エンドキャップ４９が取り付けられ、その開口が封止される。表面側ケース部４０の前
側係合部４５の係止リブ４５ｂには、エンドキャップ４９の内側に設けられた係止爪等が
係止する切欠部４５ｃが形成されており、エンドキャップ４９が着脱自在に表面側ケース
部４０に取り付けられる。
【００４９】
　固定ケース部５０は、発光ブロック１の棒状導光体１０の反出射面（反射面１５）側を
覆うように配設される。この固定ケース部５０は、基板ケース３０が取り付けられる上側
面部５１と、この上側面部５１の後端縁部から下方側に向けて垂れ下がるように形成され
た後側面部とを有した断面略Ｌ字状とされている。固定ケース部５０の後側面部は、図３
（ａ）、（ｂ）に示すように、表面側ケース部４０の後側面部に沿うように表面側ケース
部４０の内側に配設される。
　また、固定ケース部５０の上側面部５１の前端縁部及び後端縁部には、上方に向けて突
出し、設置対象６に当接する当接リブが設けられており、これら前後の当接リブ及び上側
面部５１によって上方に向けて開口した空間を形成している。この空間には、図３（ａ）
に示すように、上側面部５１の外側面（上面）及び設置対象６のそれぞれに当接乃至は弾
性的に接触するスペーサー５９が適所に配設される。
【００５０】
　また、固定ケース部５０の上側面部５１の手前側部位には、長手方向に沿って間隔を空
けて複数の貫通孔が設けられており、これら貫通孔には、位置決め孔を有した絶縁ブッシ
ュ５４が嵌め込まれている（図３（ａ）及び図６参照）。これら絶縁ブッシュ５４は、基
板ケース３０が配設される位置に対応させて設けられ、その位置決め孔に、基板ケース３
０の位置決め突起３７が挿入される。
　また、固定ケース部５０の上側面部５１の内側面（下面）には、図３（ａ）、（ｂ）に
示すように、基板ケース３０の当接片部３６，３６及び基板取付壁部３１の他側部（図例
では、上側部）に当接乃至は弾性的に接触する伝熱シート５７が貼着されている（図６（
ａ）、（ｂ）も参照）。この伝熱シート５７は、図１（ｃ）に示すように、固定ケース部
５０の上側面部５１の内側面における基板ケース３０の設置箇所に貼着されている。この
伝熱シート５７は、基板ケース３０の当接片部３６，３６及び基板取付壁部３１の他側部
の少なくとも全体が当接乃至は弾性的に接触する寸法とされている。
【００５１】
　このような伝熱シート５７を設けることで、基板２０の熱を、基板ケース３０及び伝熱
シート５７を介して、金属製とされた固定ケース部５０側に効果的に伝熱させ、放熱させ
ることができる。また、本実施形態では、基板ケース３０に当接片部３６，３６を設けて
いるので、伝熱シート５７に対する当接面積を大きくすることができ、より効果的に基板
２０の熱を固定ケース部５０側に伝熱させ、放熱させることができる。
　また、伝熱シート５７の表面側（基板ケース３０側）には、粘着材と剥離紙とが設けら
れている。この伝熱シート５７の剥離紙を剥離させ、図６（ａ）、（ｂ）に示すように、
基板ケース３０の位置決め突起３７を固定ケース部５０の絶縁ブッシュ５４の位置決め孔
に挿入して基板ケース３０を位置決めし、基板ケース３０を固定ケース部５０に容易に組



(13) JP 2012-243552 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

み付けることができる。なお、固定ケース部５０の上側面部５１の内側面における棒状導
光体１０の反射面１５と対向する部位に、樹脂シートや金属シート等からなる反射シート
を配設するようにしてもよい。
【００５２】
　また、固定ケース部５０には、表面側ケース部４０の前側係合部４５及び後側係合部４
６に係合する係合部５５，５６が設けられている。本実施形態では、表面側ケース部４０
の前側係合部４５及び後側係合部４６にそれぞれ対応させて、固定ケース部５０の上側面
部５１の前後に前側係合部５５及び後側係合部５６を設けた例を示している。
　固定ケース部５０の前側係合部５５は、上記した前端縁部の当接リブとは反対側つまり
下方側に突出するように形成されており、前方側に向けて突出するように形成された係止
爪５５ａを有している。
　固定ケース部５０の後側係合部５６は、上記した後端縁部の当接リブの基端部とされ、
後方側に向けて突出するように形成された係止爪５６ａを有している。
　これら固定ケース部５０の前後の係合部５５，５６は、表面側ケース部４０の前後の係
合部４５，４６の内側に位置するように設けられている。つまり、図３（ａ）、（ｂ）に
示すように、表面側ケース部４０が固定ケース部５０を内包し、固定ケース部５０を覆う
ように、これら表面側ケース部４０及び固定ケース部５０が組み付けられる。これにより
、当該照明装置３を設置した状態では、固定ケース部５０が目立ち難くなり、見栄えを向
上させることができる。
【００５３】
　これら表面側ケース部４０及び固定ケース部５０を組み付けた状態では、表面側ケース
部４０の前後の係合部４５，４６の内側に位置する固定ケース部５０の前後の係合部５５
，５６によって、互いの前後方向への移動が規制される。
　また、固定ケース部５０の前側係合部５５は、その係止爪５５ａが表面側ケース部４０
の前側係合部４５の係止爪４５ａに係止し、突出方向先端部が表面側ケース部４０の前側
係合部４５の係止リブ４５ｂに当接する。また、固定ケース部５０の後側係合部５６は、
その係止爪５６ａが表面側ケース部４０の後側係合部４６の係止爪４６ａに係止するとと
もに表面側ケース部４０の後側係合部４６の係止リブ４６ｂに当接する。これにより、表
面側ケース部４０及び固定ケース部５０の互いの上下方向への移動が規制される。なお、
これら表面側ケース部４０及び固定ケース部５０の各係合部の形状は、図例のものに限ら
れず、互いに係合させることで、表面側ケース部４０と固定ケース部５０とを組み付け得
る構造とされたものであればどのようなものでもよい。
【００５４】
　上記のように、本実施形態では、複数の発光ブロック１を収容する本体ケーシング２を
表面側ケース部４０と固定ケース部５０とからなるものとしているので、発光ブロック１
の組み付け作業を容易に行うことができる。
　また、上記した例では、表面側ケース部４０及び固定ケース部５０を、互いに係合する
係合部４５，４６，５５，５６をそれぞれに有したものとし、これら係合部を係合させる
ことで組み付けられる構造としている。従って、本体ケーシング２の組み付け作業を容易
に行うことができる。
　なお、表面側ケース部４０の係合部４５，４６と、固定ケース部５０の係合部５５，５
６とを着脱自在に係合する構造とすれば、表面側ケース部４０を脱離させることで、発光
ブロック１等のメンテナンスや交換作業等を容易に行うことができる。
【００５５】
　固定ケース部５０の上側面部５１の長手方向両端部には、図１（ｂ）に示すように、当
該照明装置３を設置対象６に取り付ける際に用いられるねじ等の固定止具７（図３（ａ）
参照）が挿通される止具孔５２，５２が設けられている（図３（ｃ）も参照）。
　また、本実施形態では、固定ケース部５０の上側面部５１の長手方向途中部位の適所に
、係合孔５３を設けている。この係合孔５３は、左右に細長のスリット状とされ、図１（
ｃ）及び図３（ｂ）に示すように、前後に離間して設けられた一対の係合孔５３，５３と
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されている。
　この係合孔５３，５３には、当該照明装置３の長手方向の途中部位を設置対象６に固定
するための中間固定ブラケット５８が係合する。
【００５６】
　中間固定ブラケット５８は、図３（ｂ）に示すように、設置対象６に固定される固定片
部と、この固定片部の前後の縁部から垂れ下がるように形成された一対の係合片部とによ
って図示下方側に開口した断面略コ字状（Ｃ字状乃至はＵ字状）とされている。固定片部
には、ねじ等の固定止具７が挿通される止具孔５８ｂが設けられている。一対の係合片部
の先端部には、係止爪５８ａ，５８ａがそれぞれに設けられている。この中間固定ブラケ
ット５８は、一対の係合片部が固定ケース部５０の一対の係合孔５３，５３にそれぞれ挿
入され、その先端部の係止爪５８ａ，５８ａが固定ケース部５０に設けられた係合段部に
係止する構成とされている。
【００５７】
　なお、この中間固定ブラケット５８が係合される係合孔５３は、当該照明装置３の長さ
寸法や質量等に応じて、当該照明装置３の長手方向の途中部位を中間固定ブラケット５８
によって支持させる必要がある部位に設けるようにしてもよい。図例では、固定ケース部
５０の長手方向の途中部位に間隔を空けて、二箇所に一対の係合孔５３，５３を設けた例
を示している（図１（ｂ）参照）。また、このような係合孔５３や中間固定ブラケット５
８を設けないようにしてもよい。この場合は、必要に応じて、固定ケース部５０の長手方
向途中部位等に、固定止具の挿通孔等を設け、当該照明装置３の長手方向の途中部位を固
定止具によって設置対象６に固定するようにしてもよい。
【００５８】
　上記構成とされた照明装置３は、例えば、以下のようにして組み付け、設置対象６に設
置するようにしてもよい。
　まず、図５に示すように、基板ケース３０に基板２０を保持させる。図例では、４本の
棒状導光体１０の長手方向両端部１１，１１のそれぞれに対向配置されるＬＥＤ２４をそ
れぞれに有した８枚の基板２０を５つの同一の基板ケース３０に収容保持させた例を示し
ている（図１（ｂ）参照）。つまり、当該照明装置３の長手方向両端部側に配設される基
板ケース３０，３０の基板取付壁部３１，３１の内方側に、それぞれ基板２０，２０を保
持させ、残余の基板ケース３０の基板取付壁部３１の両側に基板２０，２０を保持させた
例を示している（図１（ｂ）参照）。
【００５９】
　次いで、上記したように、基板２０を保持させた基板ケース３０を、固定ケース部５０
に取り付ける（図６（ａ）、（ｂ）参照）。そして、この基板ケース３０に対して棒状導
光体１０を組み付けるようにしてもよい。つまり、棒状導光体１０の長手方向両側に配置
される基板２０，２０を収容した基板ケース３０，３０に対して棒状導光体１０を撓ませ
るようにして組み付ける。この際、棒状導光体１０の係合突起部１２，１２間の空所に基
板ケース３０の係合凸部３３を受け入れさせるようにして、また、これらを基板ケース３
０の位置決め壁部３２と基板２０の係合部２３，２３との間に挿入するようにして容易に
位置決めしながら組み付けることができる。または、基板２０をそれぞれに収容した基板
ケース３０，３０を、棒状導光体１０の長手方向両端部に組み付けた後に、これら基板ケ
ース３０，３０を固定ケース部５０に取り付けるようにしてもよい。
【００６０】
　このように組み付けた状態では、図１（ｂ）、（ｃ）に示すように、棒状導光体１０の
入射面１３が位置ズレ等することなく基板２０に設けられたＬＥＤ２４に対向配置される
。また、それぞれの基板２０のＬＥＤ２４の光軸が略同一直線状となるように配置され、
その間に直列するように複数の棒状導光体１０が配置された状態となる。また、この状態
では、図６（ｂ）に示すように、基板ケース３０と固定ケース部５０の後面側部との間に
空間が形成され、この空間を通線部として利用することができる。
【００６１】
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　また、図６（ｂ）に示すように、表面側ケース部４０に表面カバー４８を取り付ける。
　また、表面側ケース部４０の係合部４５，４６と固定ケース部５０の係合部５５，５６
とを係合させ、表面側ケース部４０と固定ケース部５０とを組み付ける。
　この状態では、固定ケース部５０に取り付けられた基板ケース３０の基板取付壁部３１
及びこれに保持された基板２０の下側部が表面側ケース部４０の内側面に設けられた伝熱
シート４７に当接乃至は弾性的に接触し、これら基板２０及び基板ケース３０の移動が規
制される。
【００６２】
　そして、設置対象６の固定ケース部５０の係合孔５３，５３に対応する部位に、中間固
定ブラケット５８を固定止具７によって固定し、この中間固定ブラケット５８に固定ケー
ス部５０を係止させ、照明装置３を固定する（図３（ｂ）参照）。また、固定ケース部５
０の長手方向両端部の止具孔５２を介して、固定止具７によって照明装置３の長手方向両
端部を設置対象６に固定する（図３（ａ）参照）。この止具孔５２を介した固定止具７の
止着作業は、表面側ケース部４０の長手方向端部に設けられた切欠部４１ａを介して行う
ようにしてもよい。
　次いで、端部カバー４８Ａを表面側ケース部４０に取り付け、エンドキャップ４９を表
面側ケース部４０の長手方向両端部のそれぞれに取り付ける（図１（ａ）及び図３（ｃ）
参照）。なお、エンドキャップ４９の少なくとも一方に端部カバー４８Ａを一体的に設け
た構造としてもよい。
　なお、上記した照明装置３の組み付け手順及び設置対象６への固定手順は、一例であり
、他の手順で行うようにしてもよい。
【００６３】
　上記構成とされた本実施形態に係る照明装置３によれば、簡易な構造で長尺化を図るこ
とができるとともに、短手断面の小型化を図ることができる。
　つまり、複数本の棒状導光体１０を長手方向に直列させるように本体ケーシング２内に
配置して収容させているので、簡易な構造で長尺化を図ることができるとともに、短手断
面の小型化を図ることができる。すなわち、長手方向に直列される複数本の棒状導光体１
０によって長尺な発光範囲を有した照明装置３を簡易な構造で実現できる。また、ＬＥＤ
２４を棒状導光体１０の入射面１３に対向配置しているので、照明装置３自体の出射方向
側に発光素子の反射体等が大きく突出するようなことがなく、短手断面の小型化を図るこ
とができる。
【００６４】
　また、棒状導光体１０による導光ロスやＬＥＤ２４遠方側等における出射面１４の発光
量、ＬＥＤ２４等の発光素子自体の光量等を考慮して、長さ寸法を同一とした棒状導光体
１０を備えた発光ブロック１をモジュール化して採用することができる。これによれば、
設置対象の長さ寸法に応じて、これら発光ブロック１の収容個数や、その個数に応じて本
体ケーシング２の長さ寸法を設定することで、種々の設置対象に比較的容易に対応するこ
とができる。例えば、図例のように設置対象をウォールユニット６とした場合には、キッ
チンの間口寸法（つまりは、ウォールユニット６の間口寸法）が、ウォールユニット６を
構成する吊戸棚の組み合わせ等によって異なる場合が多々ある。このような場合にもウォ
ールユニット６の間口寸法に応じた長さ寸法に、当該照明装置３を容易に対応させること
ができる。
【００６５】
　なお、照明装置３の設置対象としては、ウォールユニット６に限られず、フロアーユニ
ット５の天板後端部の立ち上がり部や、フロアーユニット５の台輪部等を設置対象として
もよい。また、当該照明装置３の設置対象としては、厨房装置４に限られず、他の収納家
具や手摺り、階段等を設置対象としてもよく、建物内の天井や壁面等を設置対象としても
よい。当該照明装置３によれば、上述のように短手断面の小型化が図れ、長尺化が図れる
ので、種々の設置対象に設置することが可能である。
【００６６】
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　また、上記した例では、複数本の棒状導光体１０の長手方向両端部１１，１１に基板２
０，２０をそれぞれ配置し、この基板２０を保持する基板ケース３０を同一のものとした
例を示しているが、このような態様に限られない。例えば、当該照明装置３の長手方向両
端側に配設される基板２０を保持する基板ケースとしては、端部専用として一方側にのみ
基板を保持し得る構造とされた基板ケースを採用するようにしてもよい。
　さらに、上記した例では、４本の棒状導光体１０を本体ケーシング２内に配設した照明
装置３を例示しているが、このような態様に限られず、３本以下または５本以上の複数本
の棒状導光体１０を本体ケーシング２内に配設した態様としてもよい。また、複数本の棒
状導光体１０のうち、照明装置３自体の長手方向両端側に配設される棒状導光体の外方側
端部は、入射面でなくてもよい。この場合は、外方側端部を本体ケーシング等に支持させ
るようにしてもよい。また、この場合は、この棒状導光体の係合部１２を入射面１３が設
けられた長手方向一端部（内方側端部）１１のみに設けるようにすればよい。
【００６７】
　さらにまた、上記した例では、本体ケーシング２の表面側ケース部４０に、複数の開口
部４３を設け、これら複数の開口部４３を単一の表面カバー４８によって覆う構造とした
例を示しているが、各開口部４３をそれぞれに覆う表面カバーを設けるようにしてもよい
。さらには、このような表面カバーを設けないようにしてもよい。または、表面側ケース
部４０自体を、透光性を有したものとし、開口部を設けないようにしてもよい。
　また、上記した例では、本体ケーシング２の表面側ケース部４０及び固定ケース部５０
に互いに係合する係合部を設け、これらの係合部を係合させることで、表面側ケース部４
０及び固定ケース部５０を組み付け得る構造とした例を示しているが、これに限られない
。例えば、ねじ等の固定止具によって表面側ケース部４０と固定ケース部５０とを組み付
ける構造としたものとしてもよい。さらには、上記した例では、本体ケーシング２を、表
面側ケース部４０と固定ケース部５０とからなるものとした例を示しているが、これらを
一体的に形成した筒状のものとしてもよい。
【００６８】
　また、上記した例では、基板２０の表面２１側に単一のＬＥＤ２４を実装した例を示し
ているが、複数のＬＥＤを基板２０の表面２１側に設ける態様としてもよい。
　さらに、発光素子としては、ＬＥＤ２４に限られず、他の半導体発光素子や他の発光素
子を採用するようにしてもよい。
　さらにまた、上記した例では、基板２０及び棒状導光体１０に互いに係合する係合部２
３，１２を設けた例を示しているが、このような係合部を設けないようにしてもよい。
【００６９】
　また、上記した例では、基板ケース３０に、位置決め片部としての位置決め壁部３２や
係合凸部３３、ガイド保持部３４，３５、当接片部３６、位置決め突起３７等を設けた例
を示しているが、これらの全部または一部を設けないようにしてもよい。例えば、ガイド
保持部３４，３５を設ける態様に代えて、基板取付壁部３１の両側に基板２０，２０を接
着剤や粘着材等によって保持させる態様としてもよい。または、基板２０及び基板ベース
（基板ケース３０）の基板取付壁部３１にボルト等の締結具の挿通孔を設け、基板取付壁
部３１の両側に配置された基板２０，２０をボルト及びナットによって締結し、基板取付
壁部３１に保持させる態様としてもよい。
【符号の説明】
【００７０】
　１　　　　発光ブロック（発光部材）
　２　　　　本体ケーシング
　３　　　　照明装置
　１０　　　棒状導光体
　１１　　　長手方向の端部
　１３　　　入射面
　１４　　　出射面
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　２０　　　基板
　２１　　　表面
　２２　　　裏面
　２４　　　ＬＥＤ（発光素子）
　２６　　　伝熱シート
　３０　　　基板ケース（基板ベース）
　３１　　　基板取付壁部
　３４　　　ガイド突起部（ガイド保持部）
　３５　　　ガイド壁部（ガイド保持部）
　３６　　　当接片部
　５０　　　固定ケース部（取付対象）

【図１】 【図２】
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